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 第

25
回
関
西
高
山
会
総
会
を 

無
事
終
え
て 

関
西
高
山
会 

会
長 
山
根
金
造 

 
 

６
月

12
日
（
日
）
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
大
代
町
よ
り

36
名
、

東
京
よ
り
２
名
の
参
加
を
得
て
、
総
数
１
５

２
名
（
内
神
楽
団

26
名
）
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
総
会
で
は
議
事
が
終
了
し
、
来
賓

の
挨
拶
で
大
代
高
山
会
佐
藤
哲
朗
会
長
に
よ

る
大
代
町
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
第
２
部
懇

親
会
で
は
１
２
４
名
が
席
に
着
き
、
田
中
公

道
先
生
の
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
が
始
ま
り
ま

し
た
。
懇
親
会
の
飲
食
は
一
時
間
で
中
断
し
、

今
回
の
メ
イ
ン
の
出
し
物
、
大
江
高
山
神
楽

社
中
に
よ
る
「
石
見
神
楽
」
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
（
頼
政
・
恵
比
寿
・
大
蛇
） 

 

会
場
一
杯
の
お
客
様
と
、
石
見
神
楽
の
舞

い
手
が
完
全
に
一
体
と
な
っ
た
２
時
間
は
、

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
感
動
と
興
奮
は
一
向

に
覚
め
ま
せ
ん
・
・
・
。 

最
後
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
み
ん
な
で
合
唱

し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ぞ
「
都
市
と
ふ
る
さ
と
の
交
流
」
が

実
現
し
た
記
念
総
会
で
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
大
江
高
山
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん
、
大

代
高
山
会
・
東
京
石
見
高
山
会
の
皆
様
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                

 

巨
大
地
震
に
備
え
て 

 

大
代
ま
ち
づ
く
り 

セ
ン
タ
ー
長 

佐
藤
哲
朗 

 

４
月

14
日
熊
本
県
を
震
源
と
す
る
最
大

震
度
７
、
Ｍ(

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド)

6.5
、

16

日
最
大
震
度
７
、
Ｍ

7.3
の
地
震
が
発
生
し
、

以
後
群
発
地
震
が
続
き
ま
し
た
。 

平
成
に
入
り
、
５
年
７
月
北
海
道
南
西
沖

地
震(

奥
尻
島
地
震)

Ｍ

7.8
。
７
年
１
月
兵

庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
地
震
）
Ｍ

7.3
。

16
年

10
月
新
潟
県
中
越
地
震
Ｍ

6.8
。

23
年
３
月

11
日
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

(

東
日
本
大
地
震)

Ｍ

7.9
。
過
去

23
年
間
で

Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
５
度
発
生
し
、

各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

今
か
ら
１
４
４
年
前
、
明
治
５
年
２
月

６
日
午
後
４
時

40
分
頃
浜
田
近
海
の
海
底

を

震

源
と

す

る

Ｍ

7.1

、

大

田

市
・

美

郷

町
・
浜
田
市
で
は
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発

生
し
、
大
代
町
も
甚
大
な
被
害
を
う
け
た
こ

と
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？ 

こ
の
地

震
で
大
代
町(

大
家
村
・
新
屋
村)

５
０
６

戸
の
内

75
戸
が
全
壊
し
、
特
に
大
家
村
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

 

ひ
ろ
ば
大
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す
。
四
日
市
に
あ
っ
た
西
臨
坊(

寺)

の
本

堂
が
倒
壊
し
火
災
に
よ
り
焼
失
、
又
、
椿

に
あ
っ
た
浄
安
寺
も
倒
壊
し
ま
し
た
。 

大
代
町
に
は
長
さ

20
㎞
に
及
ぶ
「
仙
の

山
―
三
子
山
断
層
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

断

層

は

温

泉

津

町

西

田

か

ら

大

代

・

祖

式
・
大
森
を
通
り
川
合
忍
原
方
面
に
走
っ

て
い
ま
す
。
当
時
こ
の
断
層
が
動
い
た
か

ど
う
か
不
明
で
す
が
震
源
地
が
近
い
と
断

層
付
近
は
揺
れ
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

島
根
県
で
は
県
中
東
部
出
雲
市
や
大
田

市
を
地
震
活
動
と
す
る
三
瓶
山
地
震
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
仙
の
山-

三
子

山
断
層
で
も
、
活
断
層
を
震
源
と
す
る
Ｍ

7.3
の
地
震
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

「
今

後

30
年
で

70
％
の
確

率
で

起
こ

る
」
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
の
巨
大
地
震
な
ど
専
門
家
ら
は
「
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
警
告
し

て
い
ま
す
。
大
地
震
に
備
え
て
防
災
用
品

の
準
備
、
家
具
を
壁
に
固
定
、
寝
て
い
る
人

の
頭
の
上
に
テ
レ
ビ
や
重
い
荷
物
を
置
か
な

い
等
、
日
頃
か
ら
注
意
を
払
っ
た
対
策
が
必

要
で
す
。 

椿
出
身
の
故
高
﨑
楙
さ
ん(

益
田
市)

が
平

成
５
年
に
「
浜
田
地
震
の
記
録
外
」
と
題
し

た
小
冊
子
を
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
「
浜
田
地
震
の
記
録

外
」
の
コ
ピ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
、
希
望

の
方
は
申
し
出
て
下
さ
い
。 

 私
の
宝
物 本

郷 

日
向
高
弘 

  

五
月
連
休
に
あ
っ
た
、
『
還
暦
同
窓
会
』

に
出
席
し
ま
し
た
。
（
私
自
身
は
、
ま
だ
来

年
の
三
月
ま
で
猶
予
が
あ
る
の
で
す
が
） 

卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
会
う
者
。
あ
ま
り

の
変
貌
ぶ
り
に
名
前
を
名
乗
ら
な
い
と
分
か

ら
な
い
者
。
肩
書
を
聞
い
て
、
「
え
っ
、
お

ま
え
が
」
と
思
わ
ず
絶
句
し
た
者
。
未
だ
独

身
の
者
。
か
と
思
え
ば
、
再
再
婚
の
上
、
嫁

さ
ん
が
二
十
才
も
年
下
だ
と
自
慢
す
る
強
者

も
い
ま
し
た
。
恩
師
に
「
お
前
は
卒
業
さ
せ

た
覚
え
が
な
い
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
た
奴

も
い
た
な
あ
。(
笑)

 

酒
が
す
す
み
、
そ
う
い
う
話
題
も
ひ
と
し

き
り
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
結
局
最
後
は
、

飲
ん
で
い
る
薬
の
数
自
慢
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

一
瞬
に
し
て
四
十
数
年
前
の
青
春
時
代
に

戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
十
代
後
半
の
多

感
な
時
を
共
有
し
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

私
の
自
慢
は
、
家
内
と
嫁
と
孫
た
ち
？ 

他
の
こ
と
で
は
一
番
に
な
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
結
婚
し
た
年
令
と
孫
の
数
で
は
ト
ッ
プ

を
取
り
ま
し
た
。
特
に
孫
た
ち
は
、
癒
し
に

な
っ
た
り
、
ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
た
り
、
励
み

に
な
っ
た
り
、
邪
魔
に
な
っ
た
り
（
要
は
、

私
の
気
分
次
第
な
の
で
す
が
） 

 

一
昔
前
ま
で
は
四
世
帯
同
居
な
ん
て
珍
し

く
な
か
っ
た
の
に
今
は
、
大
田
市
で
も
珍
し

い
存
在
で
す
ね
。
大
代
で
は
我
が
家
だ
け
か
な
？ 

家
族
が
多
い
と
、
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、

驚
い
た
り
、
怒
っ
た
り
と
毎
日
色
々
な
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
今
は
こ
れ
が
私
の
宝
で
す
。 

 

＝
役
員
紹
介
＝ 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

気
持
ち
を
切
り
替
え
て 

大
代
町
体
育
協
会 

 

会
長 

斎
藤
和
憲 

 

こ
の
度
、
大
代
町
体
育
協
会
の
会
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
大
代
町
に
帰
り

15
年
経
ち
、

そ
し
て
体
協
役
員
も

10
年
近
く
勤
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
ま
と
め
役
に
な
る
の
は
、

た
め
ら
い
そ
し
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。 

が
、
引
き
受
け
た
以
上
は
、
各
自
治
会
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
役
員
の
方
々
と
一
緒
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

し
げ
る 
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サ
ツ
キ
の
花
文
字 

上
飯
谷 

原
田
守
男 

 
三
年
前
の
ひ
ろ
ば
大
代
に
『
サ
ツ
キ
文

字
』
を
投
稿
し
た
原
田
守
男
で
す
。
サ
ツ
キ

に
関
し
て
『
プ
チ
』
良
い
お
知
ら
せ
が
出
来

る
か
と
思
い

パ
ソ
コ
ン
に

向
か
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

よ
う
や
く

手
入
れ
の
成

果
が
実
り
、

サ
ツ
キ
の
花

が
咲
き
、
花

文
字
が
綺
麗

に
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年

は
肥
料
を
施

し
、
来
年
・

再
来
年
に
向

か
っ
て
万
全

の
手
入
れ
を

し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

         =

俳
句
＝ 

 

あ
す
な
ろ
句
会 

椿 
 

柿
丸
寿
枝 

見
上
ぐ
れ
ど 

泳
ぐ
気
の
無
い 

鯉
の
ぼ
り 

一
病
の 

こ
の
身
こ
の
ま
ま 

梅
雨
に
入
る 

柿
田 

横
手
い
ち
え 

梅
雨
晴
や 

洗
濯
物
が 

よ
く
乾
く 

雨
の
日
に 

み
み
ず
這
ひ
出
し 

良
く
動
く 

八
反
田 

森 

信
子 

好
物
の 

豆
飯
合
せ 

澄
ま
し
汁 

サ
ン
グ
ラ
ス 

取
れ
ば
昔
の 

顔
な
り
き 

椿 
 

花
田
時
子 

老
ひ
母
の 

住
居
訪
ね
て 
草
を
刈
る 

ホ
ト
ト
ギ
ス 

姉
と
慕
ひ
し 
女
逝
け
り 

下
市 

今
田
文
子 

 

県
境
は 

う
の
花
盛
り 

バ
ス
の
旅 

 

十
薬
の 

花
の
白
さ
や 

旅
の
宿 

川
上 

岩
田
律
枝 

時
鳥 

し
き
り
に
鳴
く
や 

里
夕
べ 

陽
を
受
け
て 

光
を
零 こ

ぼ

す 

柿
若
葉 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

＊ ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

▼
３
日
（
日
）
福
祉
弁
当 

▼
３
日
（
日
）
や
ま
べ
の
泥
落
と
し 

▼
３
日
（
日
）
開
店
記
念
イ
ベ
ン
ト 

高
山
そ
ば･

高
山
の
里
直
売
所(

ま
き
販
売) 

▼
10
日
（
日
）
参
議
院
議
員
選
挙 

▼
17
日
（
日
）
十
七
夜 

夏
祭
り 

▼
19
日
（
火
）
さ
く
ら
ん
ぼ
教
室 

▼
23
日
（
土
）
連
合
自
治
会 

▼
24
日
（
日
）
「
緋
ブ
ナ
」
す
く
い 

旧
大
代
小
プ
ー
ル
に
て
午
前

10
時
～ 

子
供
は
水
着
を
用
意
し
て
参
加
下
さ
い
。 

◎ 

大
代
高
山
会
よ
り 

東
京
都
世
田
谷
区 

渡 

文
明
様 

大
阪
府
豊
中
市 

 

宇
井
好
恵
様 

先
日
、
そ
れ
ぞ
れ
御
厚
志
を
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎ 

大
代
地
区
社
協
よ
り 

 
 

 
 

 

上
飯
谷 

原
田 

一
正 

様
か
ら 

香
典
返
し
に
か
え
御
厚
志
を
頂
き
有
難
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

７
月
行
事
予
定 

 
 

●
大
代
カ
ル
バ
ー
ト
通
信 

県
道
路
改
良
工
事
大
田
桜
江
線
大
代
２

工
区
（
本
郷
）
に
於
い
て
、
先
月

18
日
カ
ル

バ
ー
ト
の
フ
ー
チ
ン
グ
（
底
版
部
分
）
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
終
了
。
生
コ
ン
の
打

設
量
は
約
２
５
０
立
米
（
大
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ミ
キ
サ
ー
車
で
約

60
台
分
）
で
す
。
そ
れ

で
も
全
体
計
画
の

30
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
先
が
長
い
で
す
。 
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■
社
協
だ
よ
り 

 
 

 
 

 

大
代
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

今
月
よ
り
、
本
誌
に
、
大
代
地
区
社
会
福 

祉
協
議
会
の
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
い
た
だ 

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
般
に
「
大
代
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」 

っ
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ご
存 

じ
な
い
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
懸
念
か
ら
、
こ
れ
ら
を
ご
覧
に
な
り
、
参 

加
あ
る
い
は
意
見
を
頂
け
れ
ば
、
活
動
が
よ 

り
良
く
そ
の
目
的
が
達
成
で
き
ま
す
の
で
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の
主
た
る
活

動
と
し
て
は
次
の
と
お
り
。 

●
福
祉
弁
当 

月
１
回
／
年
８
回 

(

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、

80
歳
以 

上
の
夫
婦
世
帯
へ
手
作
り
弁
当
の
配
食
） 

 

●
敬
老
会 

●
さ
く
ら
ん
ぼ
教
室
（
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
茶

話
会
、
昼
食
会
、
入
湯
）
月
１
回
／
年

10
回 

参
加
費
用
１
回
５
０
０
円 

 

ま
た
、
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
と 

し
て
、
次
の
表
の
と
お
り
。 

※
尚
、
各
活
動
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て 

は
次
号
よ
り
順
次
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

水
井
出
の
郷 

俳
句
サ
ロ
ン 

ゴ
ル
フ
サ
ロ
ン 

健
康
サ
ロ
ン 

お
楽
し
み 

サ
ロ
ン 

き
ず
な 

グ
ル
ー
プ 

大
代
町
団
体
名 

高
村
玲
子 

柿
丸
寿
枝 

舩
木
佐
津
江 

森 

孝
枝 

横
田
正
子 

佐
藤
京
子 

代
表
者
名 

飯
谷
集
会
所 

大
代
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー 

大
代
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー 

大
代
町
内
外 

大
代
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー 

き
ず
な
館 

活
動
場
所 

月
１
回 

月
１
回 

週
３
回 

（
火
木
土
） 

年
６
回 

月
５
回 

毎
週
水
曜
日 

第
２
金
曜
日 

月
１
回 

開
催
日 

10
：
０
０
～ 

14
：
０
０ 

13
：
０
０
～ 

17
：
０
０ 

８
：
３
０
～ 

10
：

３
０ 

９
：
０
０
～ 

14
：
０
０ 

９
：
０
０
～ 

11
：
０
０ 

９
：
０
０
～ 

13
：
０
０ 

開
催
時
間 

５
０
０
円
と 

米
１
合 

月
５
０
０
円 

年
間 

２
，
０
０
０
円 

一
回 

１
０
０
円 

月
２
０
０
円 

３
０
０
円
と 

米
１
合 

参
加
費
用 

健
康
づ
く
り
（
体
操
） 

趣
味
活
動
・
会
食
活
動 

頭
の
体
操
・
俳
句
作
り 

年
２
回 

日
帰
り
吟
行
へ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
世
代

間
交
流 

健
康
ウ
ォ
ー
ク
・
世
代
間

交
流 

毎
週
水
曜
日 

健
康
体
操 

第
２
金
曜
日 

カ
ラ
オ
ケ 

 
 

健
康
づ
く
り 

（
体
を
動

か
す
）
趣
味
活
動
・
会
食

活
動 活

動
内
容 

●詳しい事や申込は大代まちセン（８５―２２０４）まで  


